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川越藩の相州に於ける江戸湾防備
ー
l
特に交政五年、
天保八年の場合に就いて｜－
古 同
橋
令
治
一奥締紹介江戸湾防備に関して容易に利用できる史料は、古事類苑官位
部・大日本史料十二・国史大系徳川御実記・通航一覧・海舟全‘集・日本海防史料叢書・大日本古文書幕末外国関係文書、海防林叢・甲子夜話一巻・其の他幾多の物が存在する。然るに江戸湾防備に関する具体的な問題を究明する上に於いては、幕末 於ける其れに関する大日本古文書幕末外国関係文書を除いては、右等の史料に余り多くを期待する事は不可能である
。
私は昭和三十－年来、
戸湾
防備に関するより具体的史料を蒐
集すべく努力した。幸に文政三年十二月より嘉永年間に至る迄江戸湾防備の一部を担当した川越藩の記録 群馬県前橋市立図書館に求める事ができた
。江
戸湾防備に関し、次の各年代の記録が保
存されている。
文政三年
t
同七年
文政七年
t
天保九年
天保十四年
相州御人数出（自主番か？）相州二番相州一番
（ 出 口 註 新 に 番 号 を 付 し た か
0・）
弘化元年記録相州二番嘉永二年記録相州七番弘化二年記録相州自註
三 番
脱
0・〉嘉永三年記録相州八番
弘化三年記録相州四番嘉永四年記録相州九番弘化四年記録相州五番嘉永五年記録相州十番弘化五年記録相州六番嘉永六年記録相州十一番
以下文久年間に至る記録が保存されて居るかも知れないが、松平大和守家の諸記録が多数蔵され、個人の力で短時間に目録を作製する事は困難であった。
右の中、私が今回利用したものは、文政三年より同七年、文政
七年より天保九年 記録にすぎなかったのであるが、倣
間 見
するに
他の記録も極めて貴重であり、特に「嘉永六年記録相州十一番」の如きは、同年六月の米使ペリ
l
艦隊の浦賞来航の際の川越藩の
防備の詳細を知る上に大日本古文書幕末外国関係文書と共に極めて貴重なも であ と思考する。
此等松平大和守家の諸記録が、川越より前橋に移管された経綿
に就い 一考すると、松平大和守家は、白河、姫路城主を経 寛
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延二年正月前哨城主となり、明和四年九月松平大和・守朝短の時代川越城主となり、以後松平大和守直克が慶応三年正月前橋城を賜る迄川越にあ♂。従って直克の前橋城主となる際、 大和守家の諸記録は一切川越より前橋に移されたものと思考する。』私が昭和三十一 採訪に参りま
L
た際は、此等の諸記録は戸柵
に鼠糞・虫喰の偉放置してありました。勿論当時の私は学生であり、図書館職員に対して指図がましい事を申し上げる事のできる身分ではありませんで たが、松平大和守家の貴重な 数々の諸記録を此のまま塵挨化する事は残念だと言う事は一部職員に漏してお暇をした。其 後昭和三十三年三月？に訪問した際、館長先生並びに職員の方々より、東京大学史料編纂所職員が前年秋？に来訪され、松平大和守家の諸記録の目録の作製・保管等に就き、種々御指導を仰いだ事。前橋市当局にて、昭和三十三 度予算により同秋よ 補修・保管を行う等々の御話を承りましたので、多分本年度あ りから利用に便利になった事と存じ上げて居ります。
註①埼宝県誌上巻
p m
大芭一万年十一月十三日、埼玉県発行
4 
文政四年正月二十五日、水野出羽守・大久保加賀守・御勘定奉行遠山左衛門へ、川越藩江戸留守居が相州防備に伴う領地替に関して内願書を差出したが 其の中
K
次の如く見えている。
（ 註 ）
「：：：養曾祖父大和守幼年之訳を以、幡州姫域
λo
上州前橋江
取替被仰付、暫在域仕候処 城後利根川 当強、追々失樹、酒井雅楽頭在域之瑚
λO
櫓六ケ所迄取壌本丸之居宅茂三ノ曲輪
江作事仕候様相成候得実、弥以欠崩何分居城難相成御見分之
川越藩の相州
K
於ける江戸湾防備（高橋）
② 上、当川越江城地拝領被仰付候処」（註）文政四年当時の藩主は松平大和守奔典である。埼玉県
誌上巻
P
刷 、
t叫
r－以つて藩主の系図を作製する。
寛延元明和五文化七明和五文化七文化十三
明矩
i
朝矩｜直恒
lT
直温
一文化十三嘉永三嘉永七文久元??﹇??????（???）
直候は徳川斉昭の第八子で、典則の養子となる。直克は有馬玄蕃頼徳の五男で直候の養子となる。埼玉県誌上巻大
E
元年十一月十三月、埼玉県発行
二序
寛永以後、我が国は支那・阿蘭陀にのみ長崎一港を聞き、鎮国
政策をとっていたが、国際情勢の進展は、欧米諸国より最遠隔の地理的位置に存する我が国をも旧来のままには放置しておかなかった。其の最初に我が国に先鋒を接触せしたる勢力は、シベリヤ
① 
を征服し、さらに南進した露国の勢力であった。鼓に我が国の国防の必要性が生起したのであ が、此は実に松平越中守定信の老中在職中の天明・寛政年間 ことであり、実に鎖国時代に於ける我が国々防上に新紀元を与えた時代であると共に、後世開国に至る迄の外国船取扱いの基礎の定められた時代であったとも回一口い得るのではないだろうか。従って寛政以後の国防 りわけ文化・文政度より 撰夷論、天保年間に於けるモリソン号渡来等々を中
＠ 
心ι
する著書・論文は少なくないようである。
江戸湾への外国船の来航、並に其の防備に就いて史家の研究対
九
五
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象となったものは、モリソン号の来航、ペリ
l
艦隊の来航、特に
ペリ
l
艦隊来航後、即ち幕末維新党中心としたものが多い様に思
考する凶、防備に関する論述も内外の史料に基き詳論されている。然るに防備に当れる諸藩の動向に就いての詳論は少ない様に思考する心故に文政三年十二月 会津藩の相州に於ける江戸湾防備解任後の後継者である川越審に就いて、文政五年五月のサラセン号、並びに天保八年六月のモリソン号来航の際に於ける同審の防備に就いて 察す 至った。
弦に文政五年並び早天保八年の再度を特に取扱うに至った訳
は、前後間 於 我が国の外国船取扱上に大なる相違が存したる故である。即ち前者に於いては、向、寛政三年九丹 外国船取扱の粍・文化三年正月のそれに基く防備時代で一切り喝後者は文政八年二月の無二念打払 基く防備時代であって、防備担当 警衛上にも相違があったのではないかと考一似たから ある。
文化度より相州警衛を担当せる会津藩は、文政一一句十二月を以
って解任せられ、相州警衛は浦賀奉行持ちとなった。 四 より安房崎言葉、平根山並観音崎台場へ浦雲母配の与力・同心・軽卒等を派遣し 海岸の非常警衛 当らせた 外国船の漂着したる際には、右 浦賀奉行支配の与力－
h
心・軽卒を
以ってしては、防備が不充分である事は明かである。故に会津藩の解任と同時に、松平大和守家・大久保加賀守家に対し、老中水車出羽守忠成より外国船渡来の節 浦賀奉行の指図に従い人数を
⑫ 
派遣せよとの命が下され のである。既に此の時幕府としては
ju 
........ ・,, 
相州の一部、一万五千石余の土地を川越藩に与え、武州一万五千
⑬ 
石余を上地する旨守伝えている。従って川越藩に於いては、新に得た相州の土地が根拠地とし、相州の防備を担当する事となったのである。警衛に伴なう領地替に関しては、紙数の関係上本号に
⑬ 
論述しないが、中々梗雑怪奇である。註①千島樺大侵略史中村ふ一骨太郎著創一 社
近世に於ける北方問題の進展末松保和著歪丈堂近代日本升国関係史田保橋潔薯刀江書院歴史地理四八の一「外交家としての高田屋嘉兵衛」深瀬春一史学雑誌二五の 「江戸幕府の有せし升国知識」＝一上参失同二七の六「安永以前松前藩と露人と 関係」河野常吉同四五の十一「松平定一信と蝦夷地開港」井野辺茂雄歴史地理 五のご ナポレオンの大陸封鎖令に対抗せる英国政略の我国に及ぼせる影響」中野礼四郎。同七九の一一一．四「女化丈政時代に於け 掩夷論の展開」松岡喜代志同二の一・二「第十九世組初半に於ける北米合衆国の日本交通計画概要」今井貞臣。史学雑誌＝一三の一・三「モリソン号の烹航及び撃一唯一に就いて」田保橋潔。天保八年米問モリソ
E
ン号渡来の研究相原良一野入社
近代田本外国関係史第九・十章間保橋潔万江書院財政七の四「我が属島に伸ひたる米英の触手」所一一 男
υ
史林一一一一の三・四「ペリ
1
渡乗前に於ける対外国民思想。考
察」赤尾藤市。経済史研究二ニ 五「品川合場の築造と我が郷土 木下止水 歴史地理ご
O
の一「幕末に於ける江戸
② ⑦ 
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① 
湾防備計画」大類伸。同五四の六「品川の御台場」本多辰次郎。同五五の三「品川御台場築造の議発端」本多辰次郎近代日本外国関係史第一四・一五・一六・一七・一八・一
九章田保橋潔
江戸湾以外の地
K
於いても、藩の防備に就いての研究は極
めて少なく、歴史地理六三の五「小俣藩の海防計画と設備」と題する麗田伊人民の論文があるが、とれも嘉永年間以後のものであ 。叉歴史地理五六のご「江戸幕府
K
於ける露
艦の松江沼岸来航と、之に対する防備
K
就いて」と題する
野坂久氏の論文があるが 前者
K
比し小論である。
海舟金崎県六巻
p m t m
。運航一野八巻
p ω
国史大系第四八巻
p m
所収徳川実記文恭院殿御実記。
対外交渉史譜。海舟全集八巻
P4
国史大系第四九巻
p m
所収徳川実記文恭院殿御実記
通航一覧八巻
p m m t m m o
権舟全集六巻
p m
q o
’ － 、
文化七年二月二十六日、会常藩・白川藩
K
対し相・房海辺
の防備の命が下り、文化八年
K
砲台等築造守備
K
就 く 。
運航一覧八巻
p m
。会脅松平家譜
p m
。問書によると、時
Jtt唱
EA
服三十領、黄金一万両賜わるとある通航一覧八巻
p m M
古事類苑官位部
PM
所収柳営秘鑑・古事類苑官位部
P ω
所収東聴記聞には、与力二十入、同心五十人とあり、叉
P
術開所収－一史観附録
K
は、与力ご十人、同心七十五人とあり
問
P
術所収慶応三年武鑑には与力二十人、同心百人とあっ
て、時により其の人員を異にしたものの如し。
⑫＠文政一一一年十二月
水野出羽守股・
6
御留守居伊藤柴卒への渡を記録したもの。
浦賀最寄江異国船渡来之節者、浦賀奉行
d
申越次第早速人
数被差出候様可被致、尤犬久保加賀守江茂同様相達候、右ュ付而者、先年引替被下候武州之内壱万五千百石之処、相州之ニ内 村替被仰付候、零細之義者御勘定奉行、浦賀奉行可被承合候防備の命の下った理交政四
E
月より五月まで、藩は引継
の交渉を持っと共
K
、武州領民は幕府御勘定奉行村垣淡路
守・大御日付朝比奈河内守などへ越訴願をしている
。
藩当
局も交政四年六月武 上地の部分を預地
K
してほしい旨の
内願書を提出し、「・：
・・先年松平肥後守・松平越中守御用
場被仰付候節、両家領分 場最寄 而村々御引替被下上知村々之分御預所被仰付候由：：：」と防備と言う共通条件の先例を引出し 川越藩も上地村々は預地
K
してほし
いと願って居り、且つつ：：・御預所江者、口米・永被下由、左様之義ュも候得者、右日米 永者請取不申上納仕、都而取扱之義者何連・茂御差図之通取計：： 」と、唯預地とならん事のみの要望をしている。じか 川越藩は終に預地を聞き入れられなかった。会津松一千家譜
p m t m
によると、会津
K
防備が命ぜられた
際上地となった奥陸国河沼郡・越後国蒲原郡の三万石の土地は預地となり、解任と共
K
会津藩
K
返されている。滋賀県
⑪ 
⑤ ⑦＠ ① ① ⑮ ⑪ 
川越藩の相州
K
於ける江戸海防備（高橋）
九
七
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史三巻によると、弘化四年三月、江戸湾防備を命ぜられた彦根藩は、相州
K
於いて領地を賜り、近江圏内の領地を上
地したが、同時にその土地が預地となってレる。
川越藩の相州常備軍
① 
文政四年二月より相州に派遣する入選が開始せられ、逐次追
加せられ。又相州の地に於いて新に足軽を召かかえ取文政五年五月の英国船サラセン号入港の際、浦賀奉行に報告した人数は、
【4
官 、
百十六へとあるから、 に常備した
λ
数は百二、三十人程度
ではなかったかと思考する。今此等常駐人数の日常の業務等に就いての史料も存するが、紙数の関係上弦に略す。
右の相州に常駐せる人数に対し、各々若干の手当が行なわれた
事は明かである唱しかしな ら川越藩 財政は必ずしも健全 保
＠ 
って来ていた訳ではない。従って派遣に当り、支給せられる金額は充分でなかっ 事 審自身明 に認める処であり、海防の任に当る事は、藩財政の疲弊に一層の拍車をかけたと言える。
右の常備軍が、相州に於いて装備せる兵器員数をみると、丈一政
四年六月七日、勘定奉行へ渡した元帳に、「相州物頭江相渡候御武器元帳左之通」として、次の如き物が掲載されている。
弐百目壱挺但、笈入油単懸百目弐挺
但、右同断何も百白人
ヨ三拾五〆日大筒之分d r
弐〆八百目小筒替之分
ヨ八〆自大筒分－V
七百目小筒之分
一、大筒一、船打筒
挺挺
一、筒薬
三拾七貫八百目
て口薬
八貫七百自
九
八
一、火縄弐百五拾筋、但、大筒之分一、五匁玉三千但、玉箱胴乱入其外御用意一、拾匁玉三百但 右同断一、筒薬 貫目・但、右同断一、口薬壱貫目但、右同断一、木綿火縄弐百筋，但 右同断一、竹火縄百四拾六筋但 右同断一、招矢弐千筋但 挟入之外御用意一、弦六拾筋但 右同断一、替竹子合入百但 胴乱入其外御用意一、玉薬箱弐荷但 鞍革覆共壱荷ニ付詰合玉弐百拾八
筒薬八百九拾四匁口薬八拾九匁四分竹火縄拾六筋
弐荷之内江詰合
銑抜弐本捻抜弐本才槌ゴ一
ママ（銅山
0
・）
一、鞍拾穂但五用意
其穂ニ付詰合、根矢拾本、弦壱筋、輔、壱筋
一、五匁早合胴乱四 七懸 、右同断
壱掛ニ付詰合、玉十 筒薬弐拾八匁、口薬三匁
て十匁早合胴三掛但、御用意
壱掛－一付詰合、玉十、筒薬六 五匁、口薬三匁
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一、役職一、御船印
壱本七本
但、竿横手共但、朱ぢ、きり出し、後簾五三之桐御改
一、御幕六走付串四拾八本一、船弓拾張握革 但、御用意一、五匁鉄地三拾五挺付、割足三拾筋
但、鞍革覆、雨覆共
一、拾匁鉄砲三挺付割足三筋但、右同断御用意
－諸士総領併在方元〆相渡候
一、小姓具足四領但分御用意
付兜・面煩・鐸・脚当・侃建・上帯・鉢巻・請筒・前立・精袋
、右同断諸士総領人主名苗
て
’指物四本但字大役人墨名苗字書之、
一、畳具足壱領但 御徒目付江相渡候
付、兜・猿額・鐸 脚当 踏込・上帯・鉢巻・精袋
て白軍配付柄但、右同断銘々 家之紋黒く径
五寸
一、長刀壱振但、右同断一、畳具足弐領但、右同断
付、兜・猿煩・鐸・脚当・踏込・請筒・上帯・鉢巻・精袋
一、小役人差物弐本但、右同断一、下代具足四領但 御用意朱之石持
付、鐸・脚当・ム帯・精袋
一、下代訊趨四人分但、御用意地白、指串共一、下代陣笠四蓋但 前後二ツ引左右黒之石持
御用意
川越藩の相州
K
於ける江戸湾肪備（高橋）
一、下代半被四ツ但、前後二寸筋脊。蛇之目て足軽小頭具足－領但、朱之石持
付、鐸・脚当・上帯・精袋
一、同訊趨壱人分但、地白朱之赤江串共一、陣笠壱蓋但、前後二ツ引左右金之一、半被壱ツ但、前後弐寸筋脊ニ蛇之目て惣足軽具足三拾五領但、朱之
付、木綿・鐸・上帯・繍袋
一、足軽訊趨三拾五人分但、串共一、同陣笠三拾
五
人分但、前後金之石持
一、同半被三拾五但、後肩横ニ二寸筋袖印筋違白て裁料押足軽半被三ツ但、腰山道二 二付陣笠惣足
軽之分着之
一、同訊纏三人分但 紺地網白中ニ朱之石持て馬具三疋分但、御用意
・
内訳、鞍・押掛・鐙・万革・泥障：：：以下略
て面桶百て同単物三拾八一、小荷駄印三十一、 柿色股引 拾八一、同口付羽織 一、貸万拾本一、袖印百一、錠脇差五拾本一、棒五本一、家中鎚印五本て手棒拾挺て大飯皮 拾七て伝縄弐拾筋て小織皮百四拾八一、中間陣笠三拾八 、鍬三挺て間半被三拾九 整四本
九
九
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川越藩の相州K於ける江戸海防備（高橋）
一、掛槌－、長鎌て鉄溝手「、拍子木て松明て高提灯
三本拾本拾本五揃三拾把五張、但棒…並ハ
一、箱提灯一、大渋紙、て陣桶て陣鍋て細引て錠て唐鍬
九張四拾枚弐荷八ツ弐筋三挺三挺
此等の武器並に用具をみると、大筒鉄砲と其れに要する火薬は
相当の分量を用意して居るが九何れも火縄式の物である。十八世紀末より十九世紀に渉る欧米列国聞の抗争によって訓練・改良せられた作戦並びに兵器を以って侵攻せる西洋勢力に対抗せんとするには余りにも貧弱であり、弓矢・長万・軍配等を瞥見するに至っては、織豊政権以前の内乱期の軍備を以って国際間の問題に対処せんとするが如く考えられる。徳川の封建制度と鎖国制度が兵器研究の沈滞を招来したるが故に、忽然と出現した西洋勢力の前に、我国伝来の兵器と、十六世紀伝来の僅 兵器 用意したに過ぎなかった
。
相州陣屋居付人数物頭壱人目付足軽小 壱人足軽一一月十九日元〆橋本斧助加勢向井丈兵衛郷日付船引友八物書長橋良平代官佐藤文殻官下代鈴木喜大夫郷廻り本多清治郷廻り谷唯市物書野口官大 弐入手伝壱
註
① ② 
壱人
弐拾人
徒日付壱人医師其升郷方取扱之者
一OO
組四人御用人壱人
右之通相州江石連度旨、町在奉行ぷ伺出候－一付承届候問、夫々江心得申聞置可然、先ツ立帰之心得ニ而申聞置候様監物ぷ森川甚介江及答之四月十三日、寒河郷拾兵衛右者相州御入数御用ニ付、出府被仰付候、尤江戸表御用向相済次第、相州江出張被仰 候、比段可申聞官、森川茜介江申聞之－
但、出立頃合之義
ρ
遊而被申聞之
元〆橋本斧助代官佐藤文蔵元〆加勢向井丈兵衛
右者相州一ヶ年詰申付候、尤斧切・丈兵衛義者向立之棚江戸表江立寄罷越候様、可申聞皆 四玉夫俵関江申開之
但、右同断
富樫伴蔵
右者相州出張申付候、江戸表江立寄罷越候様同人江申聞之
ヘ江戸江立寄／相州江出張
下代官下代郷目付
寒河郷拾兵衛組
結詰出張江戸江立寄相州江出
可申聞旨、右
佐藤勝兵衛門豊嶋友大夫鈴木善太夫舟引友八〆’ー、
高羽荒谷
山 田木
金茂春
伝唯
蔵治平市
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本田清・治高山万之助野口官多小林福太郎佐藤左忠平
詰会所浮組長橋良卒
右之者実相州一ヶ年詰申付候、江戸表江立寄罷越候様申聞候
（位）②に於いて「二月十九日先ヅ立帰之心得」とあるのを、四
月十＝一日に歪り一ヶ年間相州詰としている。ご月十九日・四月十三日の中
K
は重複している者があるが、「先ツ
’
立帰之心得」から詰
K
変更したものと思われる。
②四月十三日、加藤金助
此度相州物頭被何付候－一付、於彼地新品足軽弐拾壱人被召抱御預被成候、猶委細之義
ρ
迫而可申達候、
①文政五年五月五日、
相州居付人数不取敢差出候分
て押送船九般一、夫当舶五捜一、人数物頭加藤金関目付役小原四兵衛
徒日付小林藤次郎小頭壱人足軽弐拾三人賄方弐人医師壱人家中家来惣〆人数百拾六人
外ユ水主九拾七人
文政四年四月十九日
玉石取加藤牧太組
詰加藤牧太組問彊
間宮古
張
森川甚介組
① 
本
回
清
治
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＠ 
玉石取森川甚介組野口官多
右者両人此度相州一ヶ年詰申付候処、会所浮組主石取－一候得者、詰中六石一二相成候曲、右－一付両人義も六石二相成候様致度旨、町在奉行申田候、取調候処、前々五石取ハ六石ニ直候義品付、右両人詰中六石品承届 段申聞之
但、会所江及通商之
文政四年四月十三日加藤金助其方義物頭被仰 粗御預被成候、入念可相勤 、御役勤之内百五拾石高、相州勝手被仰付候段、被仰向候加藤金助襲、相州勝手物頭被仰付 － 付 左之趣可被申聞事
一、当御時節之鏡、差支茂可有之品付、相応之御手当金被
成下度之処、迫々被仰向候通之御時節故、不被為及御力金弐拾両御手当 成下 、右之通御十分ニ御手当茂不被為届ニ付而者、馬具等当時者修復茂参届問敷一一付、差支も有之候ハ、 有合之馬具拝借可被仰付候一一付、兼而可被申出候、尤居付ユ一被仰付置 ニ付而者、来暮
λo
年々金七両ツツ被下置候事（以下の条略）
四月十三日、
、
小限四兵衛
右者相州勝手被仰付候、尤心得等之義ハ追而可申達候、
一、右ニ付金尉江申聞候同様之件々申聞之
但、御手当金拾八両也、年々被下 六両也
前①の女政四年四月十三日加藤金肪へ申聞したる条参照。女敬四年四月十三日、相州非常の際、川越国元より相州へ汲遣すべき人数の物頭
K
選出された三上八郎右衛門・橋本
達率の両人
K
対ナるケ条中
K
、。
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一、当御時節之義、面々差支茂可有之品付、相応之御手当金
茂被成下度之処、迫々被仰出候通之御時節故、不被為及御力金弐拾両も御手当 成下 、右之通御十分御手当茂不被為届候ユ付而ハ 馬具等迄之修復茂参届間取－一付、差支之向江者御有合之馬具其期－ニ車拝借可被仰付候問、兼而可被申問候、
一、前文ニ准し候訳を以 小頭始左 通及了簡候事
壱両壱分ツ
lA
小頭三分ツふ．組
四異国船渡来の節川越褒より派遣する兵員武器世帯
異国船が江戸湾に入港せんとする際、相州を防備する川越審は
常備軍の外に国元より兵員を派遣する予定で、其の人選を文政四
① 
年四月十三日行なった
。
其の人数は、周年四月二十九日御武具奉
行へ渡した帳面に「：：：総人数三百五拾七人：；：」とあり、岡田町在奉行へ渡した帳面 、夫人は、「：：：弐百四拾七人と申達候処、減有之、弐百三拾弐人ニ相成候：：：」とあ から、差引百二十五人が兵員として非常の際相州に赴いたものと思考する。此等の人選に当っては、既に前項註① 掲げた如く、面々に対して若干の支度金を与えて居る。然るに其の額は前項に於いて既 寸言した如く、藩財政の窮乏から充分 与えられなかった。
右の兵員が国元より相州の防備箇所に出張するに際しては、防
備に必要の兵器等を持参せねばならなかった。其の主 物 次如き物である。（文政四年四月より五月 わたり用意する様命ぜられたる中より表に作製す。）
人のす せ 者と 此 飼米
馬たる先らの大等 料 続
のめ事に れ 中 体 の ＠松
割には述てにー兵大刈
当夫中ぺ居も致器豆 豆
守人々た つ 医 す 並 弐三
行馬 容百た師るに 拾拾
なを易 余もが。諸 匁匁箱高
い＠徴な人の見弦品壱三四五掛掛 張
、集らの とちには斗 拾 拾 拾
非せざ兵思れ特、五五俵把弐百十六四四拾拾拾拾拾壱壱
常ねる員考るに先升〆 百五二張穂張六六六六六挺挺
のば事がす故医に 目 挺 拾張 筋掛筋筋挺
節なで、る、薬述 挺
触らあ此。右品べ 一
面 なる等 のをた
をい。の 如見相羽陣晒胡 蕃息蘇烏熊朝広
持子従諸 き’る州・笠布麻生酢焼鶏香命香犀胆鮮東
つ其っ品 医事駐鯨 ・ 油麻 酎卵花丹円角 人人
て のてを薬が留皮③ 半 極並 参参糠
必 た此各品出の 被 上上
要め等自は来兵 ・ 酒
数領ので 相る員 面
の下軍相 州がが 桶
徴の需州表、用 ・
集村品ま に相意 股
を 々のでも州せ 引
行に運持 常駐し 赤青
な夫搬参 備留物 合
。
大筒弐百目
百目
紋弓割口胴火鉄
足薬乱縄砲
提
燈
蝋
燭
七升拾両日壱両日壱両日以上壱本三拾匁己上
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う事とし恥夫人は先に挙げた如く二百三十二人であり、夫馬は四月二十九日、馬奉行へ渡し 帳面に「：：：乗夫馬共都合三拾五疋：：：」と見えて居る。此の二百三十二人三十五疋の夫人馬を以て相州迄の遠路を短時間で軍需品を運搬する事は困難であったろうと考えられる。即ち途上に於いて病夫人馬の発生 見込まねばならない。斯る事故の生ずる事は防備上に大なる不利となる。従って斯る事故は未然に防止せねばならない。右の如寸観点から七
命 …
v
岬
H
』
十人二十疋の継人馬を幕府に要求 、其の許可を得た。
明噌守
大 大
筒目
掛付
長
安 小井 多柄
福ー嶋内 賀差三
保社行字堀左林速野護谷長図橋上村
岡 田 右江盛 ＊ 村辺忠谷兼 八本山衛組組、貞三川 郎
玄忠門門三官 右郎 右喜 達相内之組兵 官衛組甚 衛
三周丞衛藤作 門 蔵 卒 門 膳
註①武者奉行
物頭御医師
御歩行日付
忍
清水間兵衛色岡隼大有国八右衛門
（自註何一切笹川七日）
篠田与四兵衛
小右筆足軽誓固役
小川勇蔵舶山八左衛門
御武具方並賄方兼
内山藤兵衛井上司太夫
御武具方並賄方兼手伝
佐野弥卒高山一之明江原仁藤
川越藩の相州
K
於ける江戸湾防備（高橋）
端平一
長柄之者宰配弐人夫長柄之者靖人（自註役不明）
寒河郷拾兵衛組
羽田吉沢
加藤牧大組
岡部
森川甚介組
越中吉川
駒卒
大蔵
貝役羽野足軽小頭弐人足軽四拾人押足軽壱人手代り六入手代り十人
ヘ自註氏名略四月二十
J
f
九日付にて命ず、
頭付足軽四人会所在方校五人
浮組主人
大筒手伝足軽拾人
伝平喜久治
刀＇
蔵
①①①  
四月三十九日
K
命ぜられた手代り十人は、四月十三日命
ぜられた者
K
四人追加されたものと考えると総計一一七
名となり、会〈別と考えると、二一＝一名となる。四月十三日町在奉行へ渡した帳面の一＝茸人
K
近似の値生示す。
馬＝一十五疋が徴集せられるが、其の飼料である。徴集せられる夫人
K
貸与されるものである。
一、石田本郷人足九 馬主疋て小中居村人足九人馬三疋一、砂久保村人足＝一人馬壱疋一、福田村人足詩 馬弐疋
（ 以 下 回 十 四 ケ 村 あ り 、 略 す 。
v
〆人足五百五拾五人馬七拾八疋
右の夫人馬が一時
K
債集せられた訳けではなく、必要数を徴
一O
＝ 一
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集したのであると思考する。
⑤て人足何人
馬何疋
右者兼而申渡置候通即刻立相州表江被差向候問、書面之通状着次第村役人共一両人差添、早々召連役所江可相届 以上
何月何回
郡代所
⑤ 
何村名主
御勘定奉行所へ差出した書取相州浦賀江川越表
d
人数差問候節、人馬継立之襲、会ル廿
茸日御問合申上候処、右員数之義申上候様御遺御座候ユ付在処表江及掛合候処、人足七拾入、馬弐拾疋、宿々継立－一相成候様仕度、其余之義ハ領分夫人馬一一而差出候様申越候一一付、此段申上候巴上
御名家来
松野伝十郎
⑦ 
四月二十九日
追而此蝕害早々相廻し、承知之官、別紙請書相添、留り，
t
宿村継を以主水御役所江可相返候も、浦賀表江非常之節松平大和守人数、武州川越
d
江戸金沢通浦賀迄人数差出之
節、宿村人馬無遅滞可継送也
己茸月伊勢印
左衛門印主水印淡路印
一O
四
予印
武州川越
λo
土板橋、夫
λo
東海道通り品
川
λo
保土ヶ谷窪、夫ぷ金沢通浦賀迄右宿之村々問屋
年寄
軍、交政軍年軍月の英舶ザラセン号の防備
浦賀奉行所より異国船渡来の報、並に防備人数派遣の命を受け
た川越藩は、武者奉行村山内膳に前項四に於いて述べた人数を引率せしめ、相州に向わしめ
・た。栢州到着は五月四日夜、直に防備
に就い 。防備に要した人員並に船は左の通りである。
六日奉行への報告
三四八四五二
つ －つ ・つ ・つ ・
－一六
九 七
伊
御国元
d
の人数
御国元人数使用の水主御国元人数使用の五大力船右同同船引船御国元人数使用の押送船御国元人数使用の天当船相州浦郷居付の人数相州浦郷居付人数の 用水主右同五大力船右同押送船右同天当船兵根船兵線通船水主
四日夜三回八
開註含夫人
三三四
四
二 四一 一 －一 九
一一六
八七
三九
五日早朝
五
八四ー三二 三六
七九五 O 四四四五五七？ ？
つ？ 五 九
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此の時の防備に際しては、文政三年十二月より大久保加賀守家も相州を一担防備していた関係から出兵をし、又文化年間より房総
① 
の防備にあった松平越中守家も相州まで派兵防備をした。右の川越審・小田原藩・白川藩の防備人数に就いては、「甲子夜話」にも記する処があるが、今回利用せる川越藩の記録との間に相当の
＠ 
差異を認める事ができる。
五月九日英船サラセン号は、薪水の給与を受け、白浜沖合へ退
帆した。直に防備人数は引取り、国元より派
遣
の兵員の川越帰着
と同時に面々へ手当を支給した。
五月十九日、林三蔵・渡辺甚右衛門・野村喜作・堀江門兵衛・行田忠之丞義、此度相州表御人数出有之、引取迄抑々降続候ニ付、諸道具及大破、用難相成品茂有之候趣相聞へ候、匂而是迄被下置候、手当金三ケ一被下
置
候、此段可被申関候
七月－日先達而御人数被差出候ュ付、物頭始居付 面々己下迄御人数出品限、左之通了簡被下候問 可相渡事、尤以後油茂同様ニ付、御人数出之節ハ出立前可 事
金壱両三分物頭一金壱両御目付金壱分二朱御歩行目付一銀拾匁小頭下代銀五匁足軽
－
一
八月十一日
御時服一村山内膳
（自 註 武 者 奉 行 ）
銀子七枚
先達而人数出之義－－付、此度年寄中
λo
御沙汰之趣雫寛一統出
川越藩の相州
K
於ける江戸湾防備〈高橋）
精故之義ェ候、右人数引図ひ罷越及差図、不｝ト形辛労太儀
＠ 
候依而遣候五月二十四日御人数出之節、夫役人
馬
御手当之義、左之通差紙兼而出来置
候様致度旨、町在奉行申出 承屈、御勘定奉行江及通詞之、つ金三拾七両－銀五拾五匁
此人馬弐百三拾弐人三拾五疋但不残南錬
ι
而渋銀弐匁五分ツ、二仕分置候様致度旨申
出候
て万差壱人銀拾匁ツ＼人足壱人金弐朱ツ＼馬壱疋ニ付
金壱先ツ〉
五月十六日浦賀奉行小笠原弾正、
但
「、奉書二ツ折御目録長のし包
て縮三反但、五両同用人光隼太・片岡宇右衛門・北条七郎兵衛一、金弐百疋ツ弘、但御目録同御出入与力堀鬼一郎・樋田政左衛門一、金三百疋ッ、、一、金百疋西浦賀伊勢忠兵衛同人方江越中守様衆宿ニ付、御
達御座候節一所ニ罷出申談等御座候、右御家来と－所－一同人方二巾預世話候ュ付御会釈
て金弐百疋御奉行用人江申談借受候御人数休息所地面、阿
の方ニ而掃除被致候ニ付、右働之者江御会釈、
て金弐百疋鴨居村万屋松兵衛方惣御人数便所、金助・四兵
一O
五
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衛両人上品而借受侯御会釈
右の外、六月晦日、相州領の村役人、宿所となった寺社・民家、水主・船・夫人馬に対
L
、金銭を以って相当額の手当を行なって
居恥此等をも含め、今回の防備に際し、手当金として支出品る合計金額は四百両余に及ぶ。
右の手当の傾向を考えるに、直接防備に当れる兵員・夫人に対
しては寧ろ薄く、外面の相州領民及び浦賀奉行等に対しては厚遇を行って居る事が言える。実に封建社会に於ける格式の尊重、家名の誇示に出ずるので ないか。註①小間関藩
侍分一八人足軽五五人脇筒のもの二
O
人
村侵入九人徒並七人若党六人中間一
o
＝ 一 人
郷人足一五人乗馬三疋間船一五般此水主八
O
人
通ひ船三一般
比水主一八人
〆人数＝一九七人（自註総計より六十六人多〉
？惣 1J 、 押足徒戦物中足徒医積鉄白
王〆役送軽目 砲川
天 人 舶小付士頭間軽格師目頭藩
き 茸並此 頭
三三 71<
七七主
人 人
帯
省刀ご
茸の四三 一八四一
雪も 0 0 四三 O ご九 O 四 二 三 一
三 の 人般人人人人人人人人人人
一O
六
甲子夜話第一巻
pwk
、著者の直接の見聞にあらず、弟子
を通辞馬場佐十郎陀随行させ、弟子の帰着後、其の誇る所を録すとあるから、防備に直接当れる藩の記録に従う事が妥当と思う。比の外川越表より汲遺せられた各投々に対し、同支を持って、手当を下す旨を達す
。
一々は紙数の関係で略した。
同日、相州居付の物頭加藤金助等
K
も各々金品を賜った。
村侵入であっても、其の者の労働の内容により額を異
K
す
る。叉 一人であっても幾種もの業務をし る時は、各々の勤
K
対して与えて居る。宿所
K
対しては、其の止宿する
者の役
K
上り金額を異
K
した如くみられる 胞に対しては
玉大力舶一一般
K
対して壱両弐分ツム、押送船
K
対して壱両
ヅム、夫当
K
対して弐分ヅム、伝馬舶
K
対して壱分ヅ与
を与えて居る。夫人にはご朱ツ
L
、夫馬には壱分ツム与え
た。但、勤務の長短
K
よって額が異なった。本文に述べた
川越国元夫人馬
K
与えたる金額と同額が与えられているの
で、軍事主の領地なるが故
K
相州領民が特別扱いを受けた
とは言えない。
穴、天保八年六月のモリソン号の防備
文政五年五月の英船サラセン号の来航以後、江戸湾に入港せん
とする異国船は暫の間小康を得た。しかし当時我が近海に於いて捕鯨に従事する異国船は少なくなか
っ
た。従って我が国の何れか
① 
の土地に着岸し 問題を起す事が屡々あった。其の結果我が国に於
② 
ける撰夷論は激化 為政者をして国防の必要性を痛感せしむる
② ③ ⑤①  
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に至った。斯くして文政八年二月十八日の無二念打払令が下されゆ川越藩は先年のサラセン号防備の経験より相州への武器の保管、相州領夫人馬徴集数の増加、防備用船の増改造、食料・燃料・飼料の確保等、防備の充実を行なついは。
幕府の異国船取扱の改正並びに川越藩の防備の充実後、天保八
年六月二十八日、モリソン号 来航があっ恥しかし二十九日払
⑤ 
暁には砲且げを受けて退帆し、川越国元よりの兵員 派遣を必要としなかった。防備は一夜であり、文政五年五月のサラセン号防備、に比較して著しく防備時間を短縮した。従って防備に費した経費も又著 く節減せられたに相違ない
。
浦賀奉行に遺した金品は次
の如くである。
八月朔日従江戸御用状到来、当六月中相州江人数出有之－一付、浦賀奉行始江御屈之義、両側伐・
d
申越候処、此度者居付御人数計被差出、
先年之振共違候 －一付、左之通御賄物有之、可然旨及差図候旨、為心得申来之一、縮弐反浦賀御奉行江但、用人江申談、代料金三両遣候事一、三百疋ツ〉与力両人一、弐百疋ツ〉用人両人
同心両人
又相州領村役人・水主・夫人馬・船等に対し、前回同様手当を行なって居る
。
し少し其の支給額は前回より減少し、「：
j
夫人壱
人ニ付金弐朱ツ
h
」「：：：夫馬壱疋ュ付金壱朱ツ
h
」「：：：押送
船壱艇ニ付金壱分ツ旨」「天当船壱腰ニ付金弐朱ッ、」とある。
川越藩の相州
K
於ける江戸湾防備（高橋
村役人の仕事の内容が、前回より僅少であったか否かを比較寸る事は不可能である
。
註①
通航一覧六
巻
p
一山所収視聴草：：：丈政七年の大津浜事件A せ
甲子夜話第＝巻
p m ω J
ぬ：：：水戸藩漁師の海上密交易事件
444 
通航一覧第六巻
P
仰所収甲子夜話：・：文政七年八月の英国
舶員の薩摩国宝島上陸野牛掠奪事件
歴史地理七九の三四「文化交政時代
K
於ける棲夷論の展開」
． ・ ・ ・ ・ ・ 松 岡 喜 代 志女政七年七月、天文方御書物奉行高橋作左衛門景保の英舶取扱
K
就いての愚意上申書
K
暗示を受けて無二念打払令下
るか：：：江戸雑誌第一加、明治ご十年六月一日発行。国史大系四八巻
p m
所収徳川実記文恭一院殿御実記第六十
史料を紙数の関係にて略す。以前関税啓上仕候、然者今卯中刻域ケ嶋沖合江異国舶壱般相見候旨、安房詰之者，
r
注進申越候、即見届候処相違無之
旨、三時詰之者
d
口口注進申越候問、此段不取敢御案内得
貴意候、早々以上
六月廿八日、平井藤右衛門（臼註浦賀奉
行
用 人 ）
沖忠左衛門様伊藤久
二十九日廃八ツ時過江戸
K
到着した飛脚の言によると
：イギり
ノ
ス舶之趣、＝
一千石積位｝一而、船之上江出候而立
働致候者、凡三十人程も見受候旨、帆柱三本・二＝帆ッ、掛都合九帆程一二凡受候、：：：勿論卒根山御台場大筒小筒共打
② ① ①①  ① 
一O
七
Hosei University Repository
⑦ 
第一二号
掛候故、其響品鷲候哉：：：クリハ
マ ノ
方へ退去市候
相原良一氏薯「天保八年米舶モヲソン号渡鶏の研究」
p m
所収、モ刊
Jソシ号乗舶者ウィルソンの航海物語、及びキン
グの航海日誌に払暁の砲撃とみゆる。相 州 御 役 ． ，
d
会ルサ九日辰下刻出、三時明飛脚を以左之趣申
来皆、抑之中刻頃到着一、異国船彼方江走問帆致候問、御人数勝手次第引取候様、浦賀御奉行
λo
被仰聞候、依而御人数引図、走水村迄引取
候皆、右ニ付而者御閲御人数之義 御奉行中被相伺候処、最早善習遺候様、被仰聞候問 御国御人数被差出候品不及旨申来之水主は失人と同額’の手当が行なわれた。法政史学
⑥ 結び
以上川越藩の相州に於ける江戸湾の防備に就いて略述した
。
川
越藩は相州に領地を得、其処を根拠として防備を行なったのであるが、文政五年八月、町在奉行が、「海岸付村々之者共、自然御い ハ 動 針 －
r
除 、 ．
J r b b
動骨＝件、円加わ和泊附蒼肌町候様 差配之者共上
＝而為相通伺可申候：：：」と伺い出したのに対し、付札を以って、「令承知候、其通 被取計事」と言って居るが如く、防備は相州領民の日常生活の犠牲の下に行なわれた。又非常の際の防備のために徴集せられた夫人馬・船 対し手て当が なわれたとは言え、村役人・寺社に対す 会釈は厚くとも、直接防備に当れる夫人馬・船への手当は極めて僅少であった
。
即ち大名の体面・格式を重
んじ、常に外厚内帯・上厚下薄紫をとる過程で藩財政を困窮化し
七
一O
八
た 。
武備に就いて言うなら、向中世初期の武備の混用時代である。
封建・鎖国の制度が、武備研究の必要性を持たず、かえって研究にブレーキし、西洋諸外国の兵器に比較して著しく拙劣であった
。
しかしながら再度にわたって異国船を退帆せしめ得 事 しかもモリソン号の如く一撃にして退帆せしめる事が出来た事は、彼等が全く無抵抗主義であった事に原因するのであって、我が国の武備が彼に優れて居ったと言うものでない事は明かである
。
右の劣弱なる武備を以って、幸にも異国船を無二念に打払う事
が出来た事は、結果 於いて川越藩 経済的負担を軽減する事ができた。従って天文方御書物奉行高橋作左衛門景保の上申書、並びに文政八年二月十八日の無二念打払令が目指す所は達成し得たのである。しかし其れは単なる偶然の成功であり、一時的なものであった。即ち天保度よりの洋式兵器 採用・操練にもかかわらず、嘉永年間の米使の前に脆くも屈した一例も以 てしても明かで あ る 。
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